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質
問

　
　

執
行
部
の
努
力
は
感
じ
る
が
、
通
学
路
の

安
全
に
対
し
て
さ
ら
な
る
前
進
を
望
む
。
ま

た
、
降
雪
時
の
速
や
か
な
除
雪
も
要
望
す
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
常
総
市
は
菅
生
沼
を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

と
し
て
い
る
か

○
行
政
の
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
い
て

○
防
災
の
見
直
し
に
つ
い
て

質
問

　
　

西
幹
線
道
路
、
貫
通
道
路
か
ら
内
守
谷
の

玉
台
橋
の
通
り
ま
で
3.7
キ
ロ
の
区
間
に
つ
い

て
、
本
来
県
が
実
施
す
る
事
業
を
市
が
合
併

特
例
債
を
使
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

区
間
は
買
収
も
１
０
０
％
近
く
、
工
事
も
着

々
と
進
ん
で
い
る
が
、
国
道
３
５
４
号
か
ら

き
ぬ
総
合
公
園
ま
で
の
1.2
キ
ロ
の
県
の
事
業

は
現
在
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
県
が
実

施
す
べ
き
区
間
3.7
キ
ロ
を
市
で
や
っ
て
お
き

な
が
ら
、
県
が
そ
の
入
り
口
で
や
ら
な
い
と

な
る
と
、
道
路
全
体
が
機
能
し
な
く
な
っ
て

く
る
の
で
、
２
月
20
日
に
茨
城
県
知
事
に
要

望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
要
望
活
動
の
際
の

担
当
課
長
の
話
で
は
20
億
か
か
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
路
だ
け
で
は
そ
れ

ほ
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
が
、
豊
坂
川
の
橋

や
貫
通
道
路
に
陸
橋
が
か
か
る
。
そ
の
た
め

費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を

進
め
る
と
い
う
知
事
の
了
解
が
取
れ
た
。
今

後
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、

県
と
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
こ
の
事
業
は
期
限
ま
で
に
完
成
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
適
切
な
措

置
を
取
り
、
全
線
同
時
開
通
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

主
要
地
方
道
つ
く
ば
野
田
線
か
ら
取
手
豊

岡
線
ま
で
の
3.7
キ
ロ
区
間
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
完
成
を
目
標
に
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
常
総
市
が

用
地
補
償
を
行
い
、
茨
城
県
に
測
量
設
計
、

工
事
を
委
託
し
て
い
る
。
現
在
、
用
地
取
得

が
約
93
％
、
工
事
の
着
工
、
延
長
に
つ
い
て

は
２
９
５
０
メ
ー
ト
ル
を
着
工
し
、
着
手
率

は
約
80
％
と
な
っ
て
い
る
。
取
手
豊
岡
線
以

北
、
国
道
３
５
４
号
ま
で
の
1.2
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
は
茨
城
県
施
工
区
間
と
な
っ
て
い
る
が
、

事
業
が
進
捗
し
て
い
な
い
た
め
、
茨
城
県
知

事
に
鹿
小
路
細
野
線
早
期
全
線
開
通
と
整
備

促
進
に
関
す
る
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。
そ

の
際
、
都
市
計
画
の
変
更
が
必
要
と
な
り
、

時
間
が
か
か
る
た
め
県
と
市
で
協
力
し
て
問

題
解
決
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
未
買
収
用
地
の
交
渉
に
お
い
て

も
、
全
面
的
に
市
も
協
力
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
確
認
を
し
た
。
今
後
は
茨
城
県
等
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
鹿
小
路
細
野

線
の
未
供
用
区
間
4.9
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
線

開
通
を
同
時
に
で
き
る
よ
う
最
善
の
努
力
を

し
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
農
機
具
、
自
動
車
の
盗
難
事
件
と
市
民
へ
の

防
犯
に
対
す
る
指
導
等
警
察
に
対
し
て
強
い

要
望
依
頼
に
つ
い
て

○
公
共
事
業
の
発
注
に
つ
い
て

○
県
、
国
の
予
算
確
保
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
教
職
員
と
市
職
員
の
残
業
時
間

と
時
間
外
勤
務
手
当
に
つ
い
て

○
校
舎
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

質
問

　
　

常
総
市
の
通
学
路
に
関
し
て
は
、
登
下
校

時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
立
哨
等
を
学
校
、
警
察
、

安
全
協
会
、
保
護
者
、
育
成
会
、
市
民
の
皆

様
方
の
協
力
で
行
っ
て
い
る
。
24
年
度
は
大

き
な
事
故
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

道
路
幅
が
狭
い
と
こ
ろ
、
歩
道
が
な
い
道
路
、

森
林
に
覆
わ
れ
た
道
路
も
あ
り
、
危
険
個
所

も
少
な
く
な
い
。
１
月
に
は
雪
が
降
り
、
通

学
が
困
難
な
日
も
あ
っ
た
が
、
除
雪
作
業
は

な
か
な
か
す
ぐ
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
。
昨
年
、
京
都
で
非
常
に
痛
ま
し
い
事
故

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
の
指
導
方
針
で

全
国
的
に
通
学
路
の
安
全
検
証
が
行
わ
れ
、

全
国
で
す
ぐ
に
対
策
が
必
要
な
個
所
は
６
万

カ
所
あ
る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
常
総
市
も

検
証
を
行
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
検

証
を
行
っ
た
か
、
新
年
度
の
予
算
に
検
証
結

果
を
踏
ま
え
て
、
通
学
路
の
安
全
対
策
費
は

組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　

通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し
た
結

果
、
76
件
の
危
険
個
所
が
挙
げ
ら
れ
た
た
め
、

関
係
機
関
に
改
善
の
要
望
を
行
い
、
28
カ
所

に
お
い
て
は
改
善
が
図
ら
れ
た
が
、
早
期
の

改
善
が
困
難
な
個
所
も
あ
り
、
学
校
と
協
議

し
な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

質
問

　
　

通
学
道
路
の
整
備
と
い
う
こ
と
で
請
願
採

択
さ
れ
た
件
数
と
残
っ
て
い
る
件
数
は
。
ま

た
、
今
後
の
中
期
的
な
計
画
、
ど
う
整
備
し

て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

請
願
採
択
さ
れ
て
い
る
道
路
整
備
の
件
数

は
、
平
成
元
年
か
ら
83
件
で
、
28
件
が
整
備

済
み
で
あ
る
。
83
件
の
う
ち
通
学
路
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
37
件
で
、
７
件
が
整

備
済
み
で
あ
る
。
早
期
の
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
通
学
路
安
全
点
検
の
結
果
を
踏
ま

え
、
実
施
個
所
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　
　

国
は
通
学
路
の
整
備
に
関
し
て
48
億
の
予

算
を
つ
け
た
と
聞
く
が
、
道
路
整
備
に
関
す

る
今
後
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

答
弁
（
道
路
課
長
）

　
　

国
土
強
靭
化
計
画
が
発
表
さ
れ
、
大
型
補

正
予
算
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
２
カ

所
の
整
備
要
望
を
行
い
、
国
か
ら
１
０
０
％

の
内
示
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

通
学
路
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
一
問
一
答
）

倉
持　

守 

議
員

西
幹
線
道
路
の
坂
手
町
か
ら
国
道

３
５
４
号
ま
で
の
約
1.2
㎞
区
間
の

道
路
早
期
実
現
に
つ
い
て

（
総
括
質
問
・
一
問
一
答
）

中
村　

安
雄 

議
員

整備予定の通学路
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願
を
議
会
で
採
択
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
理
由
は
何
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
総
合
的

に
検
討
し
、
着
手
し
て
い
る
。
予
算
の
確
保

と
実
施
体
制
の
強
化
を
図
り
、
早
期
の
整
備

に
努
め
て
い
く
。

質
問

　
　

道
路
の
不
備
に
よ
っ
て
起
き
た
交
通
事
故

に
賠
償
金
を
支
払
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市

長
は
道
路
の
総
点
検
を
指
示
し
、
対
策
を
講

じ
た
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

整
備
個
所
の
把
握
に
努
め
、
維
持
補
修
に

万
全
を
期
し
て
事
故
防
止
に
努
め
て
い
く
。

質
問

　
　

防
災
対
策
と
し
て
、
飲
料
水
・
非
常
食
等

の
量
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
備
蓄
倉
庫
の

配
置
、
避
難
場
所
と
避
難
所
の
数
、
収
容
人

員
の
数
は
適
切
か
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　

大
規
模
災
害
を
想
定
す
る
と
備
蓄
数
は
不

十
分
で
あ
り
、
防
災
倉
庫
の
設
置
と
合
わ
せ

計
画
的
に
備
蓄
し
て
い
く
。
避
難
所
、
収
容

人
数
は
地
域
防
災
計
画
の
中
で
見
直
し
て
い

く
。

質
問

　
　

石
下
分
署
の
消
防
力
に
３
億
以
上
の
負
担

金
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　

急
激
な
変
化
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
る
た
め
、
慎
重
に
議
論
を
重
ね
、
一

本
化
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問

　
　

広
域
消
防
一
元
化
の
負
担
金
と
し
て
平
成

19
年
に
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

経
緯
は
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　

平
成
20
年
３
月
に
予
定
し
て
い
た
常
備
消

水海道小学校に設置された防災倉庫

質
問

　
　

市
は
合
併
後
も
複
数
の
広
域
に
加
入
し
、

毎
年
10
億
以
上
の
負
担
金
を
出
し
て
い
る
。

広
域
の
一
元
化
に
よ
り
負
担
金
を
削
減
し
、

通
学
道
路
の
整
備
や
市
民
の
安
全
対
策
等
を

優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

道
路
に
関
す
る
請
願
が
議
会
で
採
択
さ
れ
、

現
在
も
完
成
に
至
っ
て
い
な
い
件
数
と
そ
の

中
で
通
学
道
路
と
し
て
学
校
が
指
定
し
て
い

る
未
整
備
の
件
数
は
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

平
成
元
年
以
降
83
件
、
完
成
に
至
っ
て
い

な
い
件
数
は
55
件
。
83
件
の
う
ち
通
学
路
は

37
件
、
未
整
備
は
30
件
。

質
問

　
　

危
険
で
あ
る
と
の
理
由
で
提
出
さ
れ
た
請

防
の
一
元
化
が
成
立
し
な
か
っ
た
た
め
未
執

行
。

質
問

　
　

市
長
の
任
期
中
に
一
元
化
に
向
け
て
決
断
、

指
示
で
き
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

常
総
広
域
に
一
元
化
し
て
い
く
と
い
う
基

本
方
針
の
も
と
に
実
行
し
て
い
く
。
任
期
中

の
実
現
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
市
役
所
等
公
的
施
設
に
は
国
旗
を
掲
揚
す
べ

き

整備中の鹿小路細野線

複
数
の
広
域
加
入
に
よ
る
負
担
金

を
一
元
化
に
よ
り
削
減
し
、
市
民

の
安
全
対
策
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

優
先
さ
せ
る
べ
き
。（
一
問
一
答
）

小
林　

剛 

議
員

質
問

　
　

に
ぎ
わ
い
広
場
へ
の
多
目
的
施
設
の
建
設

に
は
反
対
し
た
が
、
ト
イ
レ
、
特
に
災
害
時

に
対
応
で
き
る
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は

賛
成
の
立
場
で
あ
る
。

　
　

一
般
的
に
ト
イ
レ
の
設
置
等
に
関
し
て
は
、

利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
綿
密
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
通
例
だ
と
思
う
。
常
総
市

に
お
い
て
市
民
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
集
約

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
が
維
持
管
理
し

て
い
る
公
衆
ト
イ
レ
の
数
、
利
用
状
況
、
維

持
管
理
の
状
況
は
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

公
衆
ト
イ
レ
は
計
32
カ
所
。

質
問

　
　

利
用
状
況
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
の
デ
ー
タ
及
び
維
持
管
理
費
は
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

各
課
に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
は

な
く
、
詳
細
な
デ
ー
タ
は
な
い
。
維
持
管
理

費
は
各
課
合
計
で
１
５
３
０
万
円
。

質
問

　
　

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
何
百
メ
ー
ト
ル
お

き
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

基
準
等
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

質
問

　
　

災
害
時
等
、
上
水
が
使
え
な
く
な
っ
た
場

合
に
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
は
あ
る
の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

停
電
、
災
害
時
に
は
使
用
で
き
な
い
。

質
問

　
　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
知
っ
て
い
る
か
。

常
総
市
に
は
な
い
の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

災
害
時
の
テ
ン
ト
式
だ
と
思
う
が
、
そ
の

よ
う
な
ト
イ
レ
は
な
い
。

質
問

　
　

災
害
時
等
市
民
が
困
っ
た
時
の
た
め
に
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え
て
も
ら

え
る
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

関
係
各
課
と
連
携
を
取
り
、
今
後
調
査
し

て
い
く
。

市
内
の
公
衆
ト
イ
レ
の
利
用
状
況

と
維
持
管
理
の
状
態
、
災
害
時
等

の
ト
イ
レ
難
民
へ
の
対
処
に
つ
い

て
（
一
問
一
答
）

遠
藤　

章
江 

議
員
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質
問

　
　

現
在
設
置
し
て
あ
る
ト
イ
レ
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ト
イ
レ
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

新
し
い
と
こ
ろ
に
は
設
置
し
て
あ
る
が
、

大
部
分
は
和
式
ト
イ
レ
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

　
　

今
後
は
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
よ
り
は
、

今
現
在
あ
る
ト
イ
レ
を
変
え
て
い
く
努
力
も

必
要
と
感
じ
る
。
障
が
い
者
の
移
動
の
権
利

を
守
る
た
め
に
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
の

設
置
に
向
け
て
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
現
在
工
事
が
進
行
し
て
い
る
市
街
地
に
ぎ
わ

い
再
生
事
業
に
ぎ
わ
い
広
場
へ
の
ト
イ
レ
の

設
置
の
問
題
に
つ
い
て
問
う

○
現
在
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
児
童
の
受
け

皿
と
な
っ
て
い
る
、
か
し
の
木
ス
ク
ー
ル
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
問
う

計
画
が
発
表
さ
れ
、
56
年
か
ら
５
年
間
で
実

施
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
処
理
場

の
確
保
が
で
き
ず
苦
労
し
た
と
い
う
経
過
が

あ
る
。
30
年
た
っ
て
も
事
業
が
進
ま
ず
、
最

近
ま
た
下
水
道
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
と

い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
公
共
下
水
道
の

現
状
と
今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

事
業
認
可
面
積
に
対
す
る
供
用
開
始
面
積

は
、
平
成
23
年
度
末
現
在
で
、
水
海
道
地
区

87
・
4
％
、
石
下
地
区
61
・
5
％
。
今
後
は

現
在
施
工
中
の
区
域
内
の
早
期
完
成
を
目
指

し
、
残
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
据
え
な
が
ら

事
業
の
促
進
を
図
る
。

質
問

　
　

今
後
の
方
針
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
旧

水
海
道
地
区
は
空
白
の
10
年
が
あ
り
、
そ
の

た
め
当
局
に
下
水
道
事
業
が
遅
れ
て
い
る
と

い
う
認
識
が
あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
重
点
的

な
計
画
化
は
当
然
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

汚
水
処
理
場
の
場
所
決
定
に
年
数
を
要
し

た
こ
と
が
、
水
海
道
地
区
に
お
け
る
普
及
率

が
低
い
要
因
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
継
続
的
に
事
業
を
推
進
し
、
下
水
道
事
業

の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

答
弁
（
下
水
道
課
長
）

　
　

森
下
、
相
野
谷
地
区
の
未
整
備
区
域
約
40

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
頃
の

完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問

　
　

住
民
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
遅
れ
て
い
る

と
い
う
意
識
が
必
要
だ
と
思
う
。
市
民
に
希

望
を
持
た
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

第201号 （６）

答
弁
（
下
水
道
課
長
）

　
　

施
工
時
の
交
通
規
制
の
問
題
や
起
債
の
償

還
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

質
問

　
　

下
水
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
最
高
責
任

者
と
し
て
も
っ
と
早
く
や
る
と
い
う
意
見
は

あ
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

関
係
部
局
と
対
応
し
な
が
ら
、
少
し
で
も

早
く
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

質
問

　
　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
効
率
性
や
経
済
性
、
地
域
条

件
等
考
慮
し
て
排
水
処
理
区
域
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
っ
た
各
施
設
を
取

り
入
れ
た
形
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
住
民
に 整備の進む公共下水道

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
大
前
提

に
計
画
導
入
を
お
願
い
す
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
消
防
行
政
に
つ
い
て

質
問

　
　

茨
城
副
都
心
と
い
う
言
葉
は
私
の
造
語
で

あ
る
が
、
近
年
、
首
都
直
下
型
地
震
、
南
関

東
直
下
型
の
地
震
が
必
ず
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
地
震
が
起
き
る
と
首
都
が
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
か
分
か
ら
な
い
と
思
い
、
茨
城
副

都
心
と
い
う
考
え
を
持
っ
た
。
常
総
地
域
か

ら
下
妻
、
筑
西
、
結
城
と
い
う
地
帯
に
は
断

層
が
な
く
、
常
陸
洪
積
層
台
地
、
下
総
洪
積

層
台
地
は
地
震
に
大
変
強
い
地
盤
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
に
首
都
機
能
全
て
を
持
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
首
都
機
能
の
一

翼
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
構
想
を
、
常
総
市

を
出
発
点
と
し
て
行
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か

と
考
え
て
い
る
。
大
変
大
き
な
話
で
あ
る
が
、

地
震
の
可
能
性
が
あ
る
の
に
そ
れ
を
無
視
す

る
の
は
非
常
識
で
あ
り
、
常
総
市
と
沿
線
を

開
発
す
る
た
め
に
も
地
域
開
発
を
し
っ
か
り

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　

総
合
計
画
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
水
海

道
時
代
も
含
め
、
総
合
計
画
を
着
実
に
実
行

し
て
い
れ
ば
、
人
口
の
減
少
や
中
心
市
街
地

が
廃
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の

根
本
的
原
因
は
、
総
合
計
画
と
い
う
計
画
は

残
し
た
が
、
そ
れ
に
沿
っ
て
本
当
に
実
行
し

た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
合
併
し
て
８

年
目
に
入
り
、
こ
の
ま
ち
を
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
圏
央
道
が
間
も
な
く
開
通

し
、
常
磐
道
も
近
く
に
あ
る
と
い
う
中
で
、

茨
城
副
都
心
構
想
を
考
察
す
る

（
総
括
質
問
・
一
問
一
答
）

中
島　

亨
一 

議
員

質
問

　
　

昭
和
55
年
の
12
月
議
会
で
公
共
下
水
道
の マンホールトイレの一例

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

（
一
問
一
答
）

堀
越　

道
男 

議
員


